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《
研
究
ノ
ー
ト
》

金
華
道
情
調
査
報
告
・
そ
の
一

　
─
二
〇
一
二
年
三
月
・
二
〇
一
三
年
三
月
─

松　

家　

裕　

子

は
じ
め
に

　

「
道
情
」
は
中
国
で
行
わ
れ
て
き
た
、
う
た
（「
唱
」）
と
語
り

（「
説
」
ま
た
は
「
講
」）
に
よ
る
芸
能
で
あ
り
、
ま
た
民
間
の
口

承
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。「
道
」
の
字
は
道
教
に
由
来
す

る
と
い
わ
れ
、
も
と
も
と
道
教
的
な
境
地
を
詠
ん
だ
り
、
道
教
の

教
化
を
す
る
た
め
の
文
学
で
あ
っ
た
が
、
南
宋
あ
る
い
は
元
の
こ

ろ
か
ら
物
語
り
を
う
た
い
語
る
も
の
が
出
て
、
明
代
以
降
、
大
き

く
展
開
し
、
現
在
も
中
国
各
地
で
「
道
情
」
の
名
を
も
つ
芸
能
が

行
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
の
地
域
は
広
く
、
山
西
省
、
河
北
省
、
山
東

省
、
河
南
省
、
陝
西
省
、
安
徽
省
、
湖
北
省
、
湖
南
省
、
江
蘇
省
、

浙
江
省
、
江
西
省
、
福
建
省
、
雲
南
省
、
貴
州
省
、
広
西
チ
ワ
ン

族
自
治
区
、
四
川
省
、
甘
肅
省
、
青
海
省
、
寧
夏
回
族
自
治
区
、

内
蒙
古
自
治
区
、
そ
し
て
東
北
地
区
に
お
よ
ぶ
と
い
う（

（
（

。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
「
金
華
道
情
」
は
道
情
の
中
で
も
よ
く
知
ら

れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
、
二
〇
〇
八
年
、
国
家
の
無
形
文
化
財

（「
非
物
質
文
化
遺
産
」。
以
下
、（「　

」）
は
中
国
語
の
原
語
を

示
す
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
社
会
の
急
激
な
変
化
と
と
も
に
、

中
国
で
も
多
く
の
口
承
文
藝
が
す
っ
か
り
姿
を
消
し
た
、
あ
る
い

は
消
し
つ
つ
あ
る
が
、
金
華
道
情
は
、
今
も
中
国
の
巷
間
で
生
き

た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

筆
者
は
、
こ
の
金
華
道
情
に
つ
い
て
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇

一
五
年
に
か
け
て
、
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
い
は
個
人
で
、
四
回
、
七

日
間
の
現
地
調
査
を
行
な
っ
て
き
た
。
こ
の
文
章
は
、
そ
の
う
ち

前
半
二
回
、
二
〇
一
二
年
三
月
と
二
〇
一
三
年
三
月
の
調
査
の
報

告
で
あ
る
。

　

一
連
の
調
査
は
、
わ
た
し
た
ち
調
査
グ
ル
ー
プ
の
実
質
上
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
富
山
大
学
人
文
学
部
教
授
、
磯
部
祐
子
先
生
が
、

金
華
と
い
う
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
開
拓
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

開
始
さ
れ
た
。
こ
こ
に
報
告
す
る
前
半
二
回
の
調
査
も
、
磯
部
先

生
の
手
配
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
磯
部
先
生
は
す
で

に
「
金
華
道
情
の
現
状
」
を
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
報
告

す
る
二
回
の
調
査
へ
の
言
及
も
含
め
、
金
華
道
情
の
現
状
を
紹
介

さ
れ
る
と
と
も
に
、
短
篇
作
品
七
篇
の
原
文
と
翻
訳
を
発
表
さ
れ
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た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
金
華
道
情
の
は
じ
め
て
の
日
本
語
訳
で

あ
ろ
う（

（
（

。

　

浙
江
師
範
大
学
江
南
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（「
江
南
文
化
研
究

中
心
」）
の
黄
霊
庚
先
生
と
李
聖
華
先
生
を
は
じ
め
と
し
、
同
大

学
の
先
生
方
が
、
わ
た
し
た
ち
の
調
査
に
大
い
に
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
ま
た
現
地
調
査
は
、
黄
先
生
が
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
金

華
市
金
東
区
文
聯
主
席
の
張
根
芳
先
生
の
助
力
な
し
に
は
成
り
立

た
な
か
っ
た
。
報
告
を
は
じ
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
み

な
さ
ん
に
衷
心
よ
り
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

一　

金
華
道
情
に
つ
い
て

　

金
華
は
、
浙
江
省
の
内
陸
、
中
西
部
に
あ
る
中
都
市
で
、
古
名
、

略
称
を
「
㜈
」
と
い
う
。
山
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
古
く
か
ら

開
け
た
交
通
の
要
衝
で
、
三
国
時
代
、
呉
の
と
き
に
こ
の
地
に
東

陽
郡
が
置
か
れ
て
い
る（

（
（

。
南
朝
、
梁
の
と
き
に
は
、
六
朝
期
を
代

表
す
る
文
人
、
沈
約
が
東
陽
太
守
と
な
り（

（
（

、
金
華
の
代
表
的
名
勝
、

八
詠
楼
も
こ
の
沈
約
に
ち
な
む（

（
（

。
現
在
、
金
華
に
は
中
国
鉄
道
の

南
部
の
大
動
脈
の
ひ
と
つ
が
と
お
り
、
上
海
か
ら
長
沙
、
さ
ら
に

昆
明
を
結
ん
で
い
る
。
日
中
戦
争
の
さ
い
に
は
、
一
九
四
三
年
、

日
本
軍
が
こ
の
地
を
侵
略
、
占
領
し
た
。
現
在
は
上
海
・
虹
橋
駅

か
ら
新
幹
線
に
乗
れ
ば
、
二
時
間
で
金
華
駅
に
到
着
す
る
。
金
華

ハ
ム
（「
金
華
火
腿
」）
は
中
国
文
化
圏
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
金
華
地
区
に
属
す
る
義
烏
が
、
日
本
の
百
円

シ
ョ
ッ
プ
で
売
ら
れ
て
い
る
類
の
安
価
な
商
品
（「
小
商
品
」）
の

一
大
産
地
と
し
て
、
世
界
的
な
知
名
度
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
こ
の
地
に
外
部
の
広
い
世
界
へ
の
指
向
が
強

く
あ
る
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。
金
華
の
伝
統
地
方
劇
「
㜈
劇
」
は
、

道
情
に
ま
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
各
地
に
「
道
情
」
の
名
を
も
つ
語

り
も
の
芸
能
が
残
っ
て
い
る
。
張
沢
洪
は
こ
れ
ら
を
ま
ず
、
Ａ
北

方
、
Ｂ
南
方
の
二
系
統
に
大
別
し
、
さ
ら
に
北
方
系
統
の
道
情
を
、

ａ
語
り
も
の
と
し
て
の
道
情
、
ｂ
影
絵
芝
居
の
音
楽
と
し
て
の
道

情
、
ｃ
演
劇
の
音
楽
と
し
て
の
道
情
、
と
上
演
形
態
お
よ
び
地
域

に
よ
っ
て
三
つ
に
分
け
、
南
方
系
統
の
道
情
を
、
ａ
湖
北
の
道
情
、

ｂ
四
川
の
道
情
、
ｃ
江
蘇
・
浙
江
・
江
西
・
福
建
の
道
情
、
と
地

域
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
類
し
て
い
る（

（
（

。
金
華
道
情
は
こ
の
う
ち
、

Ｂ
南
方
の
ｃ
江
蘇
・
浙
江
・
江
西
・
福
建
の
道
情
、
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
る（

（
（

。

　

「
金
華
」
と
言
っ
た
と
き
、「
金
華
市
」
だ
け
を
指
す
場
合
と
、

さ
ら
に
広
く
金
華
市
、
義
烏
市
、
衢
州
市
な
ど
を
含
む
「
金
華
地

区
」
を
指
す
場
合
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
金
華
道
情
」
と
い

う
呼
称
も
、
狭
義
と
広
義
の
両
様
が
あ
り
う
る
。
狭
義
で
用
い
ら
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れ
た
場
合
、
金
華
道
情
以
外
に
「
義
烏
道
情
」「
衢
州
道
情
」
さ

ら
に
「
浦
江
道
情
」
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
広
義
の
場
合
は
こ
れ

ら
す
べ
て
が
「
金
華
道
情
」
と
総
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者

は
今
の
と
こ
ろ
、
狭
義
の
金
華
道
情
を
現
地
調
査
し
た
に
と
ど
ま

り
、
こ
の
報
告
中
の
「
金
華
道
情
」
は
狭
義
の
そ
れ
で
あ
る
。

　

金
華
道
情
に
つ
い
て
は
歴
代
の
地
方
志
に
記
載
が
な
い（

（
（

。
ま
た
、

中
国
最
大
の
論
文
検
索
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
（「
中
国
知

網
」）
で
、「
金
華
道
情
」
に
よ
っ
て
検
索
を
行
う
と
三
十
一
件
が

ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
の
類
で

あ
る
。
目
下
、
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る

も
の
と
し
て
、「
浙
江
省
非
物
質
文
化
遺
産
代
表
作
叢
書
」
中
の

『
金
華
道
情
』
一
書
が
あ
る（

（（
（

。

二　

調
査
の
概
要

　

こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
調
査
の
概
要
を
、
以
下
、
時
間
順
に

示
す
。
参
考
の
た
め
、
次
の
機
会
に
報
告
す
る
後
半
二
回
の
調
査

の
概
要
も
記
し
て
お
く
。

Ⅰ　

二
〇
一
二
年
二
月

　

調
査
者
：
磯
部
祐
子
先
生
（
中
国
文
学
）、
要
木
（
藤
田
）
佳

美
先
生
（
島
根
大
学
非
常
勤
講
師
・
中
国
史
・
明
清
期
江
南

地
区
）、
松
家
裕
子
（
中
国
文
学
）。

　

調
査
協
力
者
：
黄
霊
庚
先
生
、
李
聖
華
先
生
、
張
根
芳
先
生
。

１　

二
月
二
十
九
日
（
水
）・
旧
暦
二
月
九
日
、
午
前

　

場
所
：
張
根
芳
先
生
自
宅
。

　

調
査
内
容
：
①　

金
華
道
情
全
般
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
。

多
数
の
資
料
も
提
供
さ
れ
た
。
②　

金
華
道
情
の
実
演
（
数

分
ほ
ど
）。
謝
文
記
さ
ん
に
よ
る
。
演
目
は
短
篇
の
み
で
、

「
十
勧
歌
」
の
う
ち
の
「
戒
賭
博
」
で
あ
っ
た
。

２　

三
月
一
日
（
木
）・
旧
暦
二
月
十
日
、
夜

　

場
所
：
金
華
旧
城
内
、
古
子
城
地
区
に
あ
る
地
元
料
理
の
レ
ス

ト
ラ
ン
。

　

調
査
内
容
：
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
た
金

華
道
情
を
鑑
賞
、
録
画
、
あ
わ
せ
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
。
上
演
は
侯
大
祥
（
仮
名
）
さ
ん
に
よ
る
。
演
目
は
、
短

篇
で
、
黄
初
平
の
と
ん
ち
話
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

Ⅱ　

二
〇
一
三
年
三
月

　

調
査
者
：
磯
部
祐
子
先
生
、
松
家
裕
子
。

　

調
査
協
力
者
：
黄
霊
庚
先
生
、
李
聖
華
先
生
、
張
根
芳
先
生
、

金
華
市
金
東
区
曲
芸
協
会
主
席
・
盛
根
旺
さ
ん
。

１　

三
月
二
十
五
日
（
月
）・
旧
暦
二
月
十
四
日
、
午
前

　

場
所
：
金
華
郊
外
、
曹
宅
鎮
、
北
麓
書
院
。

　

調
査
内
容
：
公
的
資
金
に
よ
っ
て
住
民
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
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た
金
華
道
情
を
鑑
賞
、
録
画
、
あ
わ
せ
て
短
い
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
た
。
上
演
は
傅
さ
ん
（
名
は
記
さ
な
い
）
に
よ
る
。

演
目
は
長
篇
「
文
武
香
球
」（
一
部
）
で
あ
っ
た
。

Ⅲ　

二
〇
一
五
年
八
月

　

調
査
者
：
松
家
裕
子
。

　

調
査
協
力
者
：
張
根
芳
先
生
、
金
華
市
澧
浦
鎮
文
化
站
主
任
・

黄
艶
笑
さ
ん
、
金
華
道
情
国
家
認
定
伝
承
者
・
朱
順
根
さ
ん

と
そ
の
夫
人
朱
必
蓮
さ
ん
。

１　

八
月
二
十
七
日
（
木
）・
旧
暦
七
月
十
四
日
、
午
前

　

場
所
：
金
華
郊
外
、
澧
浦
鎮
、
積
道
書
場
、
お
よ
び
朱
順
根
さ

ん
自
宅
。

　

調
査
内
容
：
公
的
資
金
に
よ
っ
て
住
民
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い

た
金
華
道
情
を
鑑
賞
、
録
画
、
あ
わ
せ
て
聞
き
と
り
調
査
を

行
っ
た
。
上
演
は
朱
順
根
さ
ん
に
よ
る
。
演
目
は
、
短
篇
が

包
拯
と
牛
盗
人
の
話
、
長
篇
の
本
篇
が
「
天
宝
図
」（
一
部
）

で
あ
っ
た
。

２　

八
月
二
十
八
日
（
金
）・
旧
暦
七
月
十
五
日
、
中
元
節
、
午

前
・
午
後

　

場
所
：
金
華
郊
外
、
澧
浦
鎮
、
積
道
書
場
、
お
よ
び
朱
順
根
さ

ん
自
宅
。

　

調
査
内
容
：
調
査
の
た
め
の
上
演
を
朱
順
根
さ
ん
に
依
頼
し
、

こ
れ
を
鑑
賞
、
録
画
、
あ
わ
せ
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

演
目
は
長
篇
「
尼
姑
記
」（
全
篇
）
で
あ
っ
た
。

Ⅳ　

二
〇
一
五
年
十
一
月

　

調
査
者
：
小
南
一
郎
先
生
（
泉
屋
博
古
館
館
長
・
中
国
文
化

史
）、
松
家
裕
子
。

　

調
査
協
力
者
：
張
根
芳
先
生
、
黄
艶
笑
さ
ん
、
朱
順
根
さ
ん
、

朱
必
蓮
さ
ん
。

１　

十
一
月
二
日
（
月
）・
旧
暦
九
月
二
十
一
日
、
午
前
・
午
後

　

場
所
：
金
華
郊
外
、
澧
浦
鎮
、
積
道
書
場
、
お
よ
び
朱
順
根
さ

ん
自
宅
。

　

調
査
内
容
：
公
的
資
金
に
よ
っ
て
住
民
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い

た
金
華
道
情
を
鑑
賞
、
録
画
、
あ
わ
せ
て
聞
き
と
り
調
査
を

行
っ
た
。
上
演
は
朱
順
根
さ
ん
に
よ
る
。
演
目
は
、
短
篇
が

貧
し
い
が
善
良
な
嫁
の
話
、
長
篇
が
「
天
宝
図
」（
一
部
）

で
あ
っ
た
。

２　

十
一
月
三
日
（
火
）・
旧
暦
九
月
二
十
二
日
、
午
前
・
午
後

　

場
所
：
金
華
郊
外
、
澧
浦
鎮
、
積
道
書
場
、
お
よ
び
朱
順
根
さ

ん
自
宅
。

　

調
査
内
容
：
調
査
の
た
め
の
上
演
を
朱
順
根
さ
ん
に
依
頼
し
、

こ
れ
を
鑑
賞
、
録
画
、
あ
わ
せ
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

演
目
は
、
短
篇
が
「
夫
婦
通
信
」「
張
百
屁
買
小
猪
」、
長
篇
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が
「
皇
涼
傘
」（
一
部
）
で
あ
っ
た
。

三　

二
〇
一
二
年
二
月
の
調
査

　

二
〇
一
二
年
二
月
二
十
八
日
（
火
）、
筆
者
は
始
め
て
金
華
を

訪
れ
た
。
浙
江
師
範
大
学
内
の
宿
舎
に
着
い
て
す
ぐ
、
黄
霊
庚
先

生
、
李
聖
華
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
浙
江
師
範
大
学
の
先
生
方
に

お
目
に
か
か
っ
た
。
浙
江
省
の
省
庁
所
在
地
（「
省
会
」）
は
杭
州

だ
が
、
浙
江
師
範
大
学
は
金
華
に
あ
る
。
浙
江
師
範
大
学
に
は
江

南
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
黄
先
生
も
李
先
生
も
そ
の
研
究

に
た
ず
さ
わ
っ
て
お
ら
れ
る
。
わ
た
し
た
ち
の
調
査
も
こ
の
セ
ン

タ
ー
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
お
ふ
た
り
の

専
門
は
金
華
道
情
で
は
な
い
。
黄
先
生
は
楚
辞
の
著
名
な
研
究
者

で
あ
り
、
李
先
生
は
明
清
の
詩
文
の
研
究
者
で
あ
る
。
現
在
知
る

か
ぎ
り
、
中
国
の
大
学
で
金
華
道
情
を
専
門
に
研
究
し
て
い
る
人

は
い
な
い
よ
う
だ
。

１　

二
月
二
十
九
日
（
水
）・
張
根
芳
先
生
宅

　

翌
二
十
九
日
朝
、
浙
江
師
範
大
学
の
若
い
教
員
で
あ
る
蒋
先
生

の
案
内
で
、
張
根
芳
先
生
を
自
宅
に
訪
ね
た
。
張
先
生
は
、
は
じ

め
、
民
間
伝
承
の
調
査
の
た
め
に
以
前
金
華
を
訪
れ
た
三
人
の
日

本
の
女
性
研
究
者
の
こ
と
を
、
ひ
と
し
き
り
話
さ
れ
た
。
金
華
の

曹
宅
鎮
に
曹
松
葉
（
一
八
九
七
─
一
九
八
七
）
と
い
う
人
が
お
り（

（（
（

、

こ
の
人
が
現
地
の
民
間
伝
承
を
五
百
あ
ま
り
集
め
た
。
縁
あ
っ
て
、

曹
松
葉
は
こ
れ
を
ド
イ
ツ
の
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
に
託
し
た
。
エ
バ
ー

ハ
ル
ト
は
こ
れ
を
主
要
な
資
料
と
し
て
、
中
国
の
民
間
伝
承
の
話

型
を
整
理
し
、『
中
国
民
間
故
事
類
型
』
を
作
成
し
た
。
三
人
の

女
性
が
金
華
を
訪
れ
た
の
は
、
こ
れ
に
関
連
す
る
調
査
を
行
う
た

め
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
人
の
話
を
さ
れ
た
の
は
、
わ
た
し
た
ち
三

人
が
日
本
か
ら
き
た
女
性
だ
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
張
先
生

が
彼
女
た
ち
の
情
熱
に
動
か
さ
れ
、
そ
れ
が
仕
事
の
原
動
力
の
ひ

と
つ
に
な
っ
た
か
ら
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
金
華
道
情
の
概
略
を
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た（

（（
（

。
金

華
道
情
は
、
古
く
は
「
唱
新
聞
（
ニ
ュ
ー
ス
う
た
い
）」
と
も
呼

ば
れ
た
。
物
乞
い
の
文
学
（「
乞
丐
文
学
」）
で
あ
り
、
芸
能
者
に

は
視
覚
障
碍
者
が
多
か
っ
た
。
子
ど
も
に
視
覚
障
碍
が
あ
る
と
、

親
は
、
生
き
て
ゆ
く
手
段
を
与
え
る
た
め
に
、
道
情
を
学
ば
せ
た

の
だ
と
い
う
。
道
情
は
茶
館
や
個
人
宅
で
行
わ
れ
た
。
茶
館
は
、

茶
菓
お
よ
び
芸
能
な
ど
を
供
す
る
大
き
な
喫
茶
店
の
よ
う
な
も
の

で
、
往
時
、
民
間
の
重
要
な
社
交
の
場
で
あ
っ
た
。
人
々
は
ま
た
、

祝
い
ご
と
が
あ
る
と
、
金
華
道
情
の
芸
能
者
を
自
宅
に
招
い
た
。

上
演
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
「
枕
」
と
し
て
短
篇
（「
攤
頭
」）
が

う
た
わ
れ
る
。
短
篇
に
は
尾
籠
な
話
・
性
的
な
内
容
を
も
つ
話
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（「
葷
故
事
」）
も
あ
る
。
そ
の
後
、
長
篇
の
本
篇
が
う
た
わ
れ
る
。

長
篇
に
は
十
数
晩
か
か
る
演
目
も
あ
る（

（（
（

。

　

張
先
生
は
、
一
九
五
四
年
の
お
生
ま
れ
で
あ
る
。
十
一
年
間
教

師
を
務
め
、
そ
の
後
、
文
化
行
政
の
拠
点
（「
文
化
站
」）
に
職
場

を
転
じ
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
か
ら
、
民
間
の
文
学
に
関
心
を
も
つ

よ
う
に
な
ら
れ
た
と
い
う
。
張
先
生
が
主
席
を
務
め
る
文
聯
は
、

文
化
方
面
の
組
織
を
統
括
す
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
「
曲
芸
家
協

会
」
が
あ
る
。「
曲
芸
」
は
中
国
語
で
は
う
た
と
語
り
に
よ
る
芸

能
を
指
す
。
金
華
市
金
東
区
曲
芸
家
協
会
主
席
、
盛
根
旺
さ
ん
は

自
身
が
道
情
の
芸
能
者
で
、
朱
順
根
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
で
あ
る
。

こ
の
盛
根
旺
さ
ん
が
、
朱
順
根
さ
ん
の
う
た
う
道
情
「
双
珠
花
」

を
文
字
に
起
こ
さ
れ
た
。
張
先
生
が
こ
れ
を
整
理
し
て
出
版
さ
れ

た
。
張
先
生
は
、
同
様
に
し
て
、
金
華
道
情
の
長
篇
「
黄
涼
傘
」

「
双
玉
球
」
お
よ
び
多
く
の
短
篇
を
整
理
し
、
三
冊
の
道
情
集
を

刊
行
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

金
華
道
情
は
視
覚
障
碍
の
あ
る
人
々
を
主
た
る
担
い
手
と
し
、

し
か
も
即
興
性
が
か
な
り
高
い
。
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
テ
キ

ス
ト
は
皆
無
で
、
ま
た
こ
れ
を
文
字
に
起
こ
す
こ
と
も
非
常
に
困

難
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
行
わ
れ
た
、
張
先
生
と
盛
根
旺
先

生
の
こ
の
お
仕
事
は
、
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　

張
先
生
が
金
華
道
情
の
テ
キ
ス
ト
を
整
理
、
刊
行
さ
れ
た
の
は
、

金
華
の
方
言
を
記
録
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
い
う
。
方
言
の
趨
勢
は
失
わ
れ
て
い
く
方
へ
向
か
っ
て
い
る
。

方
言
の
研
究
者
は
発
音
の
正
確
さ
を
第
一
に
考
え
て
、
当
て
る
漢

字
を
決
め
る
。
し
か
し
、
道
情
を
こ
の
方
法
で
記
録
す
る
と
、
他

の
地
域
の
人
た
ち
に
も
、
後
世
の
人
に
も
理
解
さ
れ
ず
、
よ
っ
て

継
承
も
さ
れ
な
い
。
張
先
生
は
こ
う
い
い
、
読
ん
で
わ
か
る
文
学

に
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
、
と
、
何
度
も
強
調
さ
れ
た
。
た

と
え
ば
、
金
華
方
言
の
「
わ
た
し
た
ち
」
を
、
張
先
生
は
は
じ
め
、

「
阿
浪
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
は
「
俺
浪
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
ば
、
漢
字
を
見
た
だ
け
で
、
一
人
称
の

代
名
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。

　

お
話
を
う
か
が
う
う
ち
に
、
わ
た
し
は
金
華
道
情
が
と
て
も
聴

き
た
く
な
り
、
張
先
生
に
、
ぜ
ひ
う
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お

願
い
し
た
。
今
か
ら
考
え
れ
ば
見
当
は
ず
れ
な
こ
と
を
し
た
も
の

で
あ
る
。
張
先
生
は
無
下
に
は
断
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
う
た

わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
盛
根
旺
先
生
の
弟
子
で
あ
る
、
謝
文
記
さ

ん
を
呼
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
謝
さ
ん
は
一
九
六
〇
年
生
ま
れ
、
本

業
は
自
動
車
教
習
所
の
先
生
で
あ
る
。
駆
け
つ
け
た
謝
さ
ん
は
、

専
用
の
き
ら
び
や
か
な
上
着
を
つ
け
、
腰
を
お
ろ
す
と
、
右
手
で

漁
鼓
を
、
左
手
で
簡
板
を
、
打
ち
な
ら
し
始
め
ら
れ
た
。
漁
鼓
は

情
筒
と
も
呼
ば
れ
、
長
い
竹
筒
の
一
方
の
底
に
皮
を
張
っ
た
道
情
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を
象
徴
す
る
楽
器
で
あ

る
。
簡
枝
は
二
枚
の
長

い
竹
の
板
で
あ
る
。
そ

う
し
て
謝
さ
ん
は
、

「
十
の
忠
告
（「
十
勧

歌
」）」
の
う
ち
か
ら
、

「
賭
博
の
い
ま
し
め

（「
戒
賭
博
」）」
を
う

た
っ
て
く
だ
さ
っ
た

（
写
真
1
）。

　

短
い
実
演
の
あ
と
、

張
先
生
は
、
金
華
道
情

の
み
な
ら
ず
、
婺
劇
な

ど
金
華
に
関
す
る
多
く
の
資
料
を
、
紹
介
あ
る
い
は
提
供
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
張
先
生
は
ま
た
こ
う
言
わ
れ
た
。
街
で
気
を
つ
け
て

み
る
と
い
い
。
金
華
で
は
ご
く
普
通
の
人
た
ち
も
、
み
な
標
準
中

国
語
（「
普
通
話
」）
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
。
果
た
し
て
そ

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
金
華
の
風
土
に
か
か
わ
る
重
要
な

こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
わ
た
し
た
ち
外
来
の
調
査
者
に

と
っ
て
は
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
情
報
で
あ
っ
た
。

２　

三
月
一
日
（
木
）・
地
元
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
商
業
的
上
演
─

　

二
月
二
十
八
日
の
午
後
か
ら
翌
日
二
月
二
十
九
日
に
か
け
て
、

李
聖
華
先
生
の
案
内
で
、
遂
昌
ま
で
一
泊
で
出
か
け
、
村
芝
居
と

し
て
の
婺
劇
の
上
演
を
調
査
し
た（

（（
（

。
翌
三
月
一
日
は
、
金
華
市
街

の
城
隍
廟
内
に
金
華
市
芸
術
研
究
所
を
訪
ね
、
所
長
の
包
升
華
先

生
か
ら
、
婺
劇
に
関
連
す
る
多
く
の
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
ま

た
、
市
内
見
学
と
し
て
金
華
の
旧
城
内
、
古
子
城
地
区
を
散
策
し

た
。
そ
の
と
き
、
同
地
区
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
道
情
の
上
演
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
夜
、
こ
の
店
に
出
か
け
た
。

　

店
に
入
る
と
道
情
の
演
じ
手
が
、
右
手
に
漁
鼓
、
左
手
に
簡
板

と
い
う
定
番
の
ス
タ
イ
ル
で
、
店
内
奥
中
央
の
高
い
と
こ
ろ
に
坐

っ
て
い
る
。
椅
子
が
、
床
で
は
な
く
、
正
方
形
の
テ
ー
ブ
ル
（「
八

仙
卓
」）
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
と
て
も
高
く
見
え
る
。
演

じ
手
は
真
赤
な
長
衣
を
身
に
つ
け
、
八
仙
卓
に
も
「
金
玉
満
堂
」

の
文
字
の
入
っ
た
赤
い
布
が
掛
け
ら
れ
て
、
い
か
に
も
華
や
か
な

印
象
で
あ
る
（
写
真
2
）。

　

こ
の
日
の
演
じ
手
は
侯
大
祥
さ
ん
（
仮
名
）。
道
情
の
内
容
を
、

あ
と
で
侯
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
標
準
語
で
以
下
の
と
お

り
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

写真１
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こ
れ
は
、
黄
初
平
の
お
話
で
あ
る
。
黄
初
平
は
黄
大
賢
（
黄
大

仙
）
と
も
呼
ば
れ
、
金
華
か
ら
出
て
東
南
ア
ジ
ア
で
成
功
し
た
、

有
名
な
人
物
で
あ
る
。

　

さ
て
、
あ
る
金
持
ち
の
家
が
あ
り
、
銭
作
成
と
い
う
五
十
六

歳
の
知
識
人
が
そ
こ
で
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
。
一
年
の
仕
事

の
報
酬
と
し
て
二
十
両
を
も
ら
い
、
二
仙
橋
の
と
こ
ろ
に
や
っ

て
き
た
。
こ
の
橋
の
西
に
、
た
い
そ
う
は
や
る
大
き
な
茶
館
が

あ
り
、
そ
こ
に
、
と
ん
ち
話
を
人
に
語
っ
て
金
を
稼
ぐ
「
と
ん

ち
屋
（「
満
話
（
漫
話
）
先
生
」）
が
い
た
。
こ
こ
に
先
の
家
庭

教
師
が
と
お
り
か
か
り
、
と
ん
ち
く
ら
べ
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
と
ん
ち
屋
が
い
っ
た
。「
お
店
の
ま
え
の
柳
の
木
、
葉
っ

ぱ
は
全
部
で
一
万
枚
、
俺
の
手
下
は
八
人
で
、
み
ん
な
で
毎
日

勘
定
し
た
ぞ
」。
家
庭
教
師
は
こ
と
ば
に
詰
ま
っ
て
き
り
か
え

せ
ず
、
敗
北
し
た
。
二
十
両
を
失
っ
た
家
庭
教
師
は
、
山
を
こ

え
た
と
こ
ろ
の
あ
ず
ま
や
（「
涼
亭
」）
で
首
を
吊
っ
た
。

　

さ
て
、
鐘
頭
村
に
黄
九
丐
と
い
う
男
が
い
た
。
代
々
乞
食
の

家
で
、
初
代
か
ら
数
え
て
九
代
目
な
の
で
こ
の
名
が
あ
っ
た
。

黄
九
丐
に
は
ふ
た
り
の
息
子
が
い
た
。
長
男
の
黄
初
起
は
十
五

歳
で
薪
取
り
を
生
業
と
し
、
次
男
の
黄
初
平
は
十
三
歳
で
学
問

を
し
て
い
た
。
年
の
瀬
、
旧
暦
の
十
二
月
二
十
八
日
、
黄
九
丐

は
正
月
の
準
備
の
た
め
に
、
黄
初
平
に
米
や
肉
を
買
っ
て
く
る

よ
う
い
い
つ
け
、
十
両
を
渡
し
た
。
黄
初
平
が
歩
い
て
い
る
と
、

烏
が
一
丈
先
ん
じ
て
飛
び
、
嘴
で
黄
初
平
に
合
図
を
す
る
。
つ

い
て
い
く
と
、
あ
ず
ま
や
で
人
が
首
を
吊
っ
て
い
た
。
黄
初
平

は
急
ぎ
こ
れ
を
助
け
、
事
情
を
尋
ね
た
。
家
庭
教
師
は
、
そ
こ

で
、
こ
と
の
一
部
始
終
を
話
し
た
。

　

侯
さ
ん
は
、
道
情
が
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
い
ち
ど
休
憩
を
さ
れ

た
。
こ
の
と
き
に
も
聞
き
取
り
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
あ写真２
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と
に
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。
小
休
止
の
の
ち
、
黄
初
平
の
話
を
再

開
す
る
ま
え
に
、
短
篇
の
「
八
仙
づ
く
し
」
と
「
名
山
づ
く
し
」

を
、
標
準
語
で
う
た
わ
れ
た
。
標
準
語
は
我
々
に
た
い
す
る
こ
こ

ろ
配
り
だ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
話
の
つ
づ
き
で
あ
る
。

　

さ
て
、
話
を
き
い
た
黄
初
平
は
、
二
十
両
を
取
り
返
そ
う
と
、

と
ん
ち
屋
に
勝
負
を
挑
ん
だ
。
と
ん
ち
屋
は
、
黄
初
平
が
子
ど

も
だ
か
ら
と
相
手
に
し
な
い
。
黄
初
平
が
十
両
を
出
し
、
自
分

を
負
か
し
た
ら
こ
れ
が
手
に
入
る
ぞ
、
と
そ
そ
の
か
す
と
、
と

ん
ち
屋
は
や
っ
と
応
じ
た
。
黄
初
平
は
自
分
か
ら
や
ら
せ
て
く

れ
、
と
こ
う
い
っ
た
。「
お
ま
え
の
頭
を
斬
っ
て
測
れ
ば
、
め

か
た
は
き
っ
と
五
キ
ロ
（「
十
斤
」）
だ
な
。
肉
を
斬
る
場
所
見

つ
け
て
き
た
ぞ
、
さ
あ
さ
頭
を
斬
っ
て
く
れ
」。
と
ん
ち
屋
は

「
負
け
た
」
と
、
二
十
両
を
黄
初
平
に
返
し
た
。

　

こ
の
あ
と
さ
ら
に
、
黄
初
平
の
う
わ
さ
を
聞
い
て
、
挑
戦
し
に

来
た
科
挙
受
験
生
（「
秀
才
」）
が
、
黄
初
平
に
負
か
さ
れ
る
話
が

つ
づ
い
た
が
、
詳
細
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
金
華
道
情
は
、
と
ん

ち
話
、
こ
と
ば
の
遊
び
を
含
む
話
が
多
い
こ
と
を
特
徴
の
ひ
と
つ

と
す
る
。
黄
初
平
の
話
は
、
こ
れ
以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
い

う
。

さ
ら
に
ひ
と
つ
、
侯
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
が
あ
る
。
道
情
と
し

て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
聞
き
取
り
の
さ
い
に
話
さ
れ
た
。
性

的
な
内
容
を
含
む
話
で
あ
り
、
し
か
も
ひ
と
つ
の
職
業
を
ひ
ど
く

さ
げ
す
む
も
の
で
も
あ
る
が
、
芸
能
者
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
や

心
情
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹

介
す
る
。

　

芝
居
の
役
者
の
こ
と
を
か
つ
て
は
「
戯
子
」
と
い
っ
た
。
そ
の

由
来
の
話
で
あ
る
。
あ
る
男
が
十
六
歳
で
父
を
亡
く
し
た
。
旧

暦
六
月
（
新
暦
七
〜
八
月
）
の
炎
天
下
、
母
親
が
湯
を
つ
か
っ

て
い
た
。
男
は
こ
れ
を
見
て
し
ま
い
、
病
気
に
な
っ
た
。
ど
ん

な
薬
を
飲
ま
せ
て
も
、
ど
の
医
者
に
診
て
も
ら
っ
て
も
治
ら
な

い
。
母
は
困
っ
て
男
に
問
う
た
。
い
っ
た
い
ど
う
し
て
病
気
に

な
っ
た
の
か
、
と
。
男
は
と
う
と
う
ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
母
に

話
し
た
。
母
と
男
が
結
ば
れ
て
、
男
は
元
気
を
と
り
も
ど
し
た
。

そ
の
後
、
男
は
芝
居
の
一
座
に
送
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
役
者
の

こ
と
を
「
戯
子
」、
つ
ま
り
息
子
と
戯
れ
る
と
い
う
の
だ
。

自
分
の
母
親
と
関
係
を
も
つ
と
い
う
の
は
、
中
国
で
も
っ
と
も

人
を
愚
弄
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
話
柄
で
あ
る
。
侯
さ
ん
は
こ

の
話
を
す
る
ま
え
に
い
わ
れ
た
。
今
は
ス
タ
ー
（「
明
星
」）、
ス
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タ
ー
と
騒
が
れ
て
い
る
が
、
役
者
は
む
か
し
は
い
ち
ば
ん
軽
蔑
さ

れ
て
い
た
も
の
だ
、
と
。
こ
の
話
は
、
語
り
も
の
の
芸
能
者
た
ち

に
と
っ
て
、
演
劇
の
役
者
た
ち
が
手
強
い
商
売
敵
で
あ
っ
た
こ
と

を
反
映
し
、
弱
い
立
場
に
あ
っ
た
人
々
の
鬱
屈
し
た
心
情
を
表
す

と
推
測
さ
れ
る
。

営
業
中
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
上
演
の
合
間
に
、
侯
さ
ん
か
ら

わ
り
あ
い
長
く
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

侯
さ
ん
は
代
々
道
情
を
う
た
っ
て
き
た
家
に
生
ま
れ
た
。
自
分

も
含
め
て
、
視
覚
障
碍
の
あ
る
人
は
い
な
い
。
数
え
八
歳
か
ら
父

親
に
つ
い
て
道
情
を
始
め
た
。
父
親
は
清
朝
末
年
（
一
九
一
一

年
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
家
は
も
と
も
と
仙
橋
鎮
に
あ
っ
た
が
、

の
ち
澧
浦
鎮
に
移
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
一
月
、
北
京
へ
行
っ
て
、

「
中
国
倶
楽
部
」
で
十
万
人
を
ま
え
に
道
情
を
う
た
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
こ
の
店
で
演
じ
は
じ
め
て
五
年
に
な
る
。
一
日
八
十
元
を

も
ら
う
の
だ
が
、
こ
の
仕
事
が
い
や
で
し
か
た
が
な
い
（「
煩
死

了
」）。
語
り
も
の
の
芸
人
な
ど
悲
し
い
も
の
だ
（「
悲
哀
」）。
別

の
土
地
の
人
た
ち
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
行
け

る
土
地
は
せ
い
ぜ
い
蘭
溪
、
武
義
、
義
烏
、
東
陽
の
四
か
所
だ
け

だ
。
浦
江
で
も
も
う
こ
と
ば
が
通
じ
な
い
。

後
の
こ
と
に
な
る
が
、
侯
さ
ん
は
金
東
区
曲
芸
家
協
会
に
所
属

し
て
い
た
が
、
規
律
を
乱
す
言
動
が
多
く
、
除
名
さ
れ
た
と
い
う

話
を
人
か
ら
聞
い
た
。
金
華
道
情
は
、
現
在
政
府
か
ら
保
護
を
受

け
て
い
る
。
侯
さ
ん
ほ
ど
の
技
を
も
つ
人
が
、
私
営
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
上
演
す
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

侯
さ
ん
の
い
う
「
悲
哀
」
は
、
こ
の
こ
と
に
発
す
る
の
だ
ろ
う
。

「
戯
子
」
の
由
来
譚
も
、
あ
る
い
は
侯
さ
ん
の
現
在
の
境
遇
か
ら

導
き
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
侯
さ
ん
と
の
出

会
い
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
か
つ
て
茶
館
で
金
華
道
情
が

演
じ
ら
れ
て
い
た
と
き
の
上
演
の
あ
り
さ
ま
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
往
時
の
芸
能
者
た
ち
が
抱
い
て
い
た
心
情

を
、
う
か
が
う
こ
と
も
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
収

穫
は
決
し
て
喜
ば
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

四　

二
〇
一
三
年
三
月
の
調
査

こ
の
と
き
は
金
華
に
滞
在
し
た
時
間
が
短
く
、
ま
た
婺
劇
の
調

査
も
行
な
っ
た
た
め
、
金
華
道
情
に
つ
い
て
は
一
か
所
で
短
時
間

の
調
査
を
す
る
に
留
ま
っ
た
。

二
〇
一
三
年
三
月
二
十
五
日
（
月
）、
朝
九
時
に
宿
舎
で
あ
る

海
逸
大
酒
店
を
車
で
出
発
し
、
張
根
芳
先
生
の
案
内
で
、
金
華
市

街
地
か
ら
東
に
二
十
キ
ロ
の
曹
宅
鎮
へ
向
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、

海
逸
大
酒
店
は
、
浙
江
師
範
大
学
の
南
、
駱
家
塘
、
暢
達
街
に
あ

る
。
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
初
唐
の
人
、
駱
賓
王
（
六
四
〇
？
─
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六
八
四
？
）
が
こ
の
地
に
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は

旧
暦
二
月
十
四
日
で
あ
っ
た
。
曹
宅
鎮
で
は
旧
暦
の
一
、
四
、
七

の
日
に
市
が
立
つ
。
こ
の
日
も
鎮
の
中
心
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

金
華
郊
外
の
農
村
で
は
、
こ
の
よ
う
に
旧
暦
の
日
付
に
し
た
が
っ

て
、
十
日
の
う
ち
三
日
、
市
が
開
か
れ
て
い
る
。
張
根
芳
先
生
に

よ
れ
ば
、
現
在
、
金
華
で
は
、
こ
の
曹
宅
鎮
・
北
麓
書
院
の
ほ
か
、

孝
順
鎮
・
荷
風
書
社
、
そ
し
て
後
半
二
回
の
調
査
地
点
で
あ
る
澧

浦
鎮
・
積
道
書
場
で
、
市
の
立
つ
日
に
道
情
が
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う
。

曹
宅
鎮
に
着
い
て
車
を
降
り
る
と
、
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ

っ
た
よ
う
な
風
情
で
あ
っ
た
。
古
い
た
た
ず
ま
い
の
家
々
に
は
、

木
材
が
豊
富
に
使
わ
れ
て
い
る
。
木
材
産
業
や
木
工
業
は
、
金
華

地
区
の
主
要
な
産
業
の
ひ
と
つ
で
、
金
華
の
農
業
で
も
苗
木
の
生

産
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

上
演
場
所
で
あ
る
北
麓
書
院
に
着
く
と
、
入
り
口
右
に
「
北
麓

書
院
」、
左
に
「
金
東
区
曹
宅
鎮
文
化
活
動
中
心
」
の
看
板
が
そ

れ
ぞ
れ
見
え
る
。
北
麓
書
院
は
学
び
舎
を
思
わ
せ
る
名
で
、
道
情

の
上
演
場
所
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
張
先
生
は
、「
書
苑
」
と
す
べ
き

と
こ
ろ
、
字
を
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
た
。
中
に
入
る
と
、

盛
根
旺
さ
ん
が
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
大
き
め
の
教
室
の
よ
う
な

場
所
（
写
真
3
）
で
、
道
情
が
上
演
さ
れ
て
い
た
。
五
十
代
以
上

と
思
わ
れ
る
男
女
が
五
十
人
ほ
ど
、
静
か
に
道
情
に
耳
を
傾
け
て

い
る
。
道
情
の
上
演
は
た
い
て
い
朝
八
時
か
ら
行
わ
れ
る
。
わ
た

し
た
ち
が
到
着
し
た
の
は
九
時
半
ご
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
時
間

の
う
ち
最
後
の
半
時
間
だ
け
鑑
賞
、
撮
影
し
た
こ
と
に
な
る
。

会
場
の
前
方
、
舞
台
の
向
っ
て
左
側
の
黒
板
に
、
こ
う
書
か
れ

て
い
た
。

　　
　

説
新
聞

　
　

正
本
道
情
《
文
武
香
球
》

　
　

説
唱　

傅
×
×

　
　

　

ニ
ュ
ー
ス
語
り
、
長
篇
本
篇
は
『
文
武
香
球
』、
演
じ
手
は
傅

さ
ん
（
黒
板
に
は
名
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す

る
）
で
あ
る
。
椅
子
に
座
り
、
右
手
で
漁
鼓
を
う
ち
、
左
肘
で
漁

鼓
の
上
部
を
支
え
、
左
手
で
二
枚
の
簡
板
を
打
ち
な
ら
す
。
金
華

道
情
の
い
つ
も
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
接
し
た
ふ
た
り

の
演
じ
手
と
ち
が
っ
た
の
は
、
衣
装
が
地
味
だ
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
傅
さ
ん
が
目
に
障
碍
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
古
来
、

世
界
中
の
盲
目
の
こ
と
ば
の
使
い
手
た
ち
が
、
文
学
の
創
造
に
大

き
な
役
わ
り
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
創
造
の
し
く
み
も

創
造
者
た
ち
自
身
の
こ
と
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
中
国
も
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例
外
で
は
な
い
。
そ
の
末
裔
、
あ
る
い
は
当
事
者
の
ひ
と
り
を
ま

え
に
し
て
い
る
の
だ
。
上
演
終
了
後
、
傅
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が

い
た
い
と
強
く
思
っ
た
が
、
事
前
の
約
束
を
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
記
念
撮
影
を
し
て
い
た
だ
き
、
二
言
三
言
交
わ
し
た
だ
け
に

終
わ
っ
た
。

盲
目
の
芸
能
者
と
と
も
に
注
意
を
ひ
か
れ
た
の
は
沈
黙
の
聴
衆

で
あ
る
。
聴
衆
が
、
上
演
中
、
と
て
も
静
か
に
集
中
し
て
、
道
情

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
接
し
た
他
の
芸
能
と
く
ら
べ
、

そ
の
度
合
い
は
群
を
抜
い
て
い
た
。

お
わ
り
に

調
査
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
以
上
二
回
の
調
査
は
む
し
ろ
前
置

き
で
、
二
〇
一
五
年
の
朱
順
根
さ
ん
の
調
査
が
本
篇
に
な
る
。
よ

っ
て
こ
こ
で
な
に
か
結
論
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
は
せ
ず
、

現
在
の
関
心
の
あ
り
か
を
示
し
て
、
こ
の
文
章
の
ま
と
め
に
代
え

た
い
と
思
う
。

筆
者
は
、
ず
っ
と
文
学
と
信
仰
と
の
か
か
わ
り
に
強
い
関
心
を

抱
い
て
き
た
。
だ
か
ら
、
は
じ
め
金
華
道
情
に
接
し
た
と
き
、
拍

子
抜
け
し
て
し
ま
っ
た
。
道
教
と
の
か
か
わ
り
を
期
待
し
て
い
た

の
に
、
そ
の
片
鱗
す
ら
み
え
ず
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
が
、
徹
頭
徹

尾
、
世
俗
的
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
華
道
情
は
、
そ

写真３
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の
軽
い
失
望
を
補
っ
て
余
り
あ
る
、
興
味
深
い
点
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
こ
に
報
告
し
た
二
回
の
調
査
に
収

ま
り
き
ら
な
い
内
容
も
含
む
が
、
そ
れ
を
、
挙
げ
て
み
た
い
。

　

一　

主
と
し
て
視
覚
に
障
碍
を
も
つ
人
々
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

て
き
た
こ
と
。

　

二　

か
な
り
の
頻
度
と
程
度
で
性
的
な
表
現
が
行
な
わ
れ
て
き

た
よ
う
で
あ
る
こ
と
。

　

三　

押
韻
が
必
須
の
条
件
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

　

四

テ
キ
ス
ト
が
、
小
説
・
戯
曲
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
口
承
文

藝
と
く
ら
べ
て
も
、
か
な
り
独
特
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
与

え
る
こ
と
。
と
り
わ
け
心
理
描
写
に
長
け
て
い
る
よ
う
で
あ

る
こ
と（

（（
（

。

二
・
四
は
、『
金
瓶
梅
詞
話
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
か

の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待
に
つ
な
が
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
個
別
の
作
品
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
上
記

の
四
点
は
、
も
っ
ぱ
ら
文
字
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
き
た
「
中
国

文
学
」
や
「
中
国
文
化
」
で
見
え
な
く
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
、
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
可
視
化
さ
れ
れ
ば
、

中
国
文
学
を
、
世
界
文
学
の
中
で
、
し
か
も
そ
の
特
殊
性
に
焦
点

を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
普
遍
性
か
ら
論
じ
る
た
め
の
な
に
か
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
次
の
後
半
二
回
の
調
査

報
告
で
は
、
テ
キ
ス
ト
の
分
析
も
あ
わ
せ
、
そ
の
た
め
の
試
み
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
1
）　

中
国
の
道
情
全
般
に
つ
い
て
は
、
澤
田
瑞
穂
「
道
情
に
つ
い

て
」『
中
國
文
學
』
第
四
十
四
号
、
一
九
三
八
年
所
収
、
澤
田
瑞

穂
「
道
情
考
補
遺
」『
天
理
大
学
学
報
』
第
二
十
二
号
、
一
九
七

〇
年
九
月
所
収
、
波
多
野
太
郎
「
道
情
弾
詞
木
魚
書
─
中
国
文

学
史
研
究
─
」（
上
）（
中
）（
下
）『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
』
人

文
科
学
系
列
、
第
二
十
一
巻
二
号
・
三
号
、
第
二
十
二
巻
一
号
、

同
二
号
・
三
号
、
一
九
七
〇
年
三
月
、
同
十
二
月
、
一
九
七
一

年
三
月
所
収
、
お
よ
び
張
沢
洪
『
道
教
唱
道
情
与
中
国
民
間
文

化
研
究
』
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
参
照
。

（
2
）　

張
沢
洪
前
掲
書
、
第
七
章　

中
国
北
方
的
皮
影
戯
曲
道
情
、

二
七
三
頁
。

（
3
）　

磯
部
祐
子
「
金
華
道
情
の
現
状
」『
中
国
江
南
唱
導
文
藝
研
究

─
上
演
・
テ
キ
ス
ト
・
信
仰
─
』
平
成
二
十
三
年
度
〜
二
十
五

年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
課
題
番
号
２
３
５
２
０

４
４
５
、
報
告
書
、
二
〇
一
四
年
三
月
所
収
。

（
4
）　

『
中
華
人
民
共
和
国
地
名
詞
典
・
浙
江
省
』
商
務
印
書
館
、

一
九
八
八
年
、
二
一
三
〜
二
四
八
頁
参
照
。

（
5
）　

『
梁
書
』
巻
十
三
・
沈
約
伝
。

（
6
）　

『
中
国
名
勝
詞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
浙

江
省
、
金
華
市
「
八
詠
楼
」、
四
〇
九
頁
。

（
7
）　

張
沢
洪
前
掲
書
、
第
七
章　

中
国
北
方
的
皮
影
戯
曲
道
情
、
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二
七
三
〜
三
三
四
頁
、
お
よ
び　

第
八
章　

中
国
南
方
的
詩
賛

体
道
情
、
三
三
五
〜
三
八
一
頁
。

（
8
）　

張
沢
洪
前
掲
書
、
第
八
章　

中
国
南
方
的
詩
賛
体
道
情
、
第

二
節　

江
蘇
、
浙
江
、
福
建
的
唱
道
情
、
二
、
浙
江
道
情
的
演
唱
、

三
五
四
〜
三
六
二
頁
。

（
9
）　

簡
便
な
方
法
で
あ
る
が
、
雕
龍
シ
リ
ー
ズ
の
検
索
に
よ
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
金
華
と
そ
の
周
辺
地
区
の

地
方
志
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
万
暦
金
華
府
誌
、
康
熙
金

華
府
志
、
光
緒
金
華
県
誌
、
康
熙
湯
谿
県
志
、
民
国
湯
谿
県
志
、

万
暦
蘭
谿
県
志
、
嘉
慶
蘭
谿
県
志
、
嘉
靖
武
義
県
志
、
嘉
慶
武

義
県
志
、
光
緒
宣
平
県
誌
、
乾
隆
宣
平
県
誌
、
民
国
宣
平
県
誌
、

正
德
永
康
県
志
、
光
緒
永
康
県
誌
、
康
熙
永
康
県
誌
、
道
光
東

陽
県
志
、
崇
禎
義
烏
県
志
、
嘉
慶
義
烏
県
誌
、
嘉
靖
浦
江
志
略
、

光
緒
浦
江
県
志
、
以
上
計
二
十
種
。

（
10
）　

章
暁
華
・
呉
瑯
雲
・
章
竹
林
編
著
『
金
華
道
情
』
浙
江
摂
影

出
版
社
、
浙
江
省
非
物
質
文
化
遺
産
代
表
作
叢
書
、
二
〇
一
四
年
。

（
11
）　

曹
松
葉
に
つ
い
て
は
、
黄
子
奇
『
曹
松
葉
民
間
文
学
民
俗
研

究
作
品
集
』
北
方
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
参
照
。

（
12
）　

こ
こ
に
は
聞
き
取
り
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
の
み
を
記
す
。

詳
細
は
章
暁
華
ほ
か
前
掲
書
参
照
。

（
13
）　

後
半
二
回
の
調
査
か
ら
、
一
年
が
か
り
で
行
わ
れ
る
道
情
も

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

（
14
）　

①
張
根
芳
主
編
『
金
華
道
情　

双
珠
花
』
文
化
芸
術
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
。
②
張
根
芳
主
編
『
皇
涼
傘
・
双
玉
球
』
文
化
芸

医
術
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
。
③
金
華
市
金
東
区
政
協
文
史
資

料
委
員
会
編
『
金
華
道
情
攤
頭
集
』（
金
華
市
金
東
区
政
協
文
史

資
料
第
十
一
輯
）、
二
〇
一
二
年
。

（
15
）　

な
お
、
こ
の
時
の
わ
た
し
た
ち
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
章
暁

華
ほ
か
前
掲
書
中
「
金
華
道
情
、
義
鳥
道
情
大
事
記
」
一
七
八

頁
に
、
磯
部
祐
子
先
生
の
名
を
挙
げ
て
、
大
事
の
一
つ
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
松
家
裕
子
「
婺
劇
観
劇
記
─
二
〇

一
二
年
二
月
・
浙
江
省
遂
昌
─
」『
ア
ジ
ア
観
光
学
年
報
』
第
十

四
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
報
告
し
た
。

（
17
）　

章
暁
華
ほ
か
前
掲
書
中
「
文
学
的
価
値
（「
文
学
価
値
」）
部
分
、

五
十
五
〜
六
十
頁
も
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
の
報
告
は
、「
中
国
江
南
唱
導
文
藝
研
究　

─
上
演
・
テ
キ
ス
ト
・

信
仰
─
」（
平
成
二
十
三
年
度
〜
二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究

（
Ｃ
）、
課
題
番
号
２
３
５
２
０
４
４
５
、
研
究
代
表
者
：
松
家
裕
子
）

お
よ
び
「
浙
江
金
華
口
承
文
藝
研
究　

─
語
り
も
の
藝
能
「
金
華
道
情
」

を
中
心
に
─
」（
平
成
二
十
六
〜
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究

（
Ｃ
）、
課
題
番
号
２
６
３
７
０
４
１
８
、
研
究
代
表
者
：
松
家
裕
子
）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


